
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Soclety 　of 　Japan 　Sclence 　工 eachlr ユ9

B5 − 1

メ タ認知的活動を促すこ とが

科学的な概念の 形成に及ぼす効果

　　　　　　　　　　　　　　 ○小川恵里佳
A

， 清水　誠
B

　　　　　　　　　　　　　 OGAWA 　Erika，　 SHIMIZU　Makoto，

　　　　　　　　　　　　　伊奈町立伊奈中学校
A

， 埼玉 大学
B

【キ
ー

ワ
ー

ド】　 メ タ認知的活動 ， ワ
ー

ク シ ー
ト， 科学的な概念 ， 中学校理 科

1　問題の 所在

　現行学習指導要領で は，主体的に問題解決する

能力の 育成が重視され，思考力 ・表現力 ・判断力

の 育成が謳われて い る。平成 24 年度全国 ・学力学

習状況調査 の 結果をみ る と，中学校理科で は 思考

力を問 う問題の 中でも ， 自らの 考えや他者の 考え

に対 して 多面的，総合的に思考する 「検討 ・改善」

に課題が見 られた。国立教育政策研究所が提案す

る 「21 世紀型 能力」 の 中核 となる思考力 の 構成

の
一

つ に，メタ認知が示 されて お り，理科授業に

お い て，探究的な学習の 中で ，意図的にメタ認知

を活性化 させ る こ とが必 要で ある と考 える。三 宮
1）は，メ タ認知の活動成分を メ タ認知的活動 と し，

モ ニ タ リン グ とコ ン トロ
ー

ル か ら成 ると して い る 。

理科授業にお い て ， メタ認 知を促す研究は様々 見

られる （例えば松浦 （2003）木下ら
2）
，和 田ら （2014））

が
，

一
授業の 中で 生徒個人 が 自らの 認 知過程を外

化しなが らメ タ認知を繰 り返すもの で はない 。手

塚 ・片平 （2003）は中学生を対象に、振 り返 り用

紙の 分析や質問紙，イ ン タビ ュ
ー

による調査か ら

メ タ認知がイオ ン概念の 獲得に有効な影響を及ぼ

す こ とを明 らかに してい るが授業 の 中で の メタ認

知的活動の分析を十分に行 っ たわけで ない。そこ

で本研究で は，自律的に問題解決できる生徒の 育

成を主 眼に置き，探究の過程，特に授業の 中の仮

説設定 ・考察場面にお け るモ ニ タ リン グと コ ン ト

ロ
ール を促す ワー

ク シー トを用い る こ とでメ タ認

知 的活動を促す こ とが科学的な概念の形成に及ぼ

す効果を調べ る こ とを目的とした。

2　方 法

（1）調査対象

　埼玉県公 立 中学校第 1学年 3 クラス。実験群は

開発 した ワ
ー

ク シ
ー

トを用 い て観察 ・実験を行 う

群 （2 ク ラ ス ）と し，統制群は ，メ タ認知的活動

を促す項 目を除い た ワ
ー

ク シ
ー

トを用 い て観察 ・

実験を行 う群 （1 ク ラス ）と し た。授業は 11月中

旬か ら 12月上旬にかけて実施 した 。

（2 ）実施単元

　中学校第 1学年の 「第 1分野 ・
（2）身の 回 りの 物

質 ・状態変化 と熱 （9 時間扱い ）」 で行 っ た 。

（3） ワ
ー

ク シ
ー

ト作成 と授業の 概要

　ワ ークシ ー トにおけるメ タ認知的活動 を促す項

目は，  仮説設定  考察の 2 場面と し，自身の 考

え の モ ニ タ リン グと コ ン トロ
ー

ル を促 す記述部分

を設けて い る。検証授業は全 5 回行 っ た 。   仮説

設定時では，課題 に対する 自分の 考えを振 り返 っ

た後に仮説を立て ， 他者 との 話 し合い を通 じて 自

己 の 仮説 を振 り返 り （モ ニ タ リン グ），再構成 （コ

ン トロ
ー

ル ）させ る 。 観察 ・実験後の   考察時で

は課題 ・仮説を振 り返 り （モ ニ タ リン グ），結果か

ら仮説の 正否を判断 させた後に，考察を記述 （コ

ン トロ
ー

ル ） させ
， 最後 に課題 に 対す る考え を再

度振 り返 らせ る。実験前後の課題に対す る考 えの

記述に より 1単位授業にお ける 自己 の 概念 の 変容

に気づ か せ る。なお，ワー
ク シ ー トは授業後 に回

収 し，フ ィ
ー ドバ ッ ク を与 え，次時 に 返却す る。

（4 ）科学的な概念 の 変容及 びメタ認 知的活動

　科学的な概念の 変容を測 るため，単元学習前，

中，後に概念地図法を用 い た分析 を行 い ，単元学

習後 に は 質問紙調 査，面接 を行 う。

　次に ， 実際にメ タ認知的活動が 促 された か を測

るため，単元学習前後にお い て木下 ら
2）が開発 し

たメ タ認知尺度及び，刺激再生質問紙を用い て ，

そ の 詳細に つ い て調査を行 う。
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結 果 結果は当日発表する。
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